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近年、地球温暖化などの影響により夏季の日中の異常な暑さが問題となっている。そこで、日中に比べて涼しい

気温の夜間に運動出来る環境の需要が高まっていく可能性があると考えた。 
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１． 研究目的 

私は夕方以降運動をしていることが多い。その

際、暗くなってから体を動かしたり、自分の動きを

動画を撮って確認することがある。そういった際

に、手軽に明るさをくれるものが欲しいと思った。

また、最近の異常な暑さから、日中に運動するのは危

険だという事に気づき、夜でも運動出来る環境の需

要が高まっていく可能性があると考えた。こう言

った視点から研究を始め、照明器具でそれらを解

決できないかと考えた。 

２．調査結果 

見えやすい光の性質 

・600nm の波長が含まれている。 

・色温度が低いほど赤みがかった光になる 

・色温度が高くなると青みがかった光になる 

・色温度 6200K で文字が見やすく小さな文字もく

っきり見える。 

そして、工業現場で使われている屋外照明器具は主

にバルーンライトというライトが使われていることが分

かった。普通のライトとは違い、テトロン素材の布で覆

われているため、ふんわりとした自然な明かりを周り

に照らせるのが特徴。そして、ここ数年の日本の夏の

猛暑日の日中と夜の平均気温(表 1)についてと、日

本スポーツ協会による暑さの危険度(表 2)について

調べた。この２つの資料によると、日中の１４時～１８時

は３０度近くまで気温が上昇し、日本スポーツ協会に

よる資料(表 2)だと３０度以上は原則として激しい運

動は中止とされている。 

（表１）日本の夏季による猛暑日の日中と夜の平

均気温 

 

(表 2) 日本スポーツ協会による気温の暑さの危険

度 

 

３．コンセプト及びアイデア展開  

日中より気温の低い夜間の運動に明かりをもた

らしてくれる。そんな照明器具をアイデア展開と

して出していきたいと考えた。よって「太陽に囚わ
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れない」というコンセプトにした。（表１）の資料

から分かるように夜の気温は日中の気温が３０度

近くなのに対して、夜間は２６度～２８度であり、

強い太陽の日差しも少ないため、かなり運動のし

やすい環境になると考えた。そこで手軽さを提案

するために３つの特徴を意識した。 

・「持ち運びが容易」 

軽量でコードレスのものにし、バッテリーも充電

式のものにしたい。 

・「設置が簡単」 

取り付けのための工具や複雑な作業が不要で、ク

リップ式、粘着テープ式、マグネット式など、すぐ

に設置可能なものを展開したい。 

・「省エネ設計」 

LED を使用し、長時間の点灯でも電力消費が少ない

ようにする。 

４．提案物と今後の展開 

 今後は更に使用する素材と使用する光やライト

についての研究を進めていき、実験と試作を繰り

返し完成に向けて取り組んでいく予定である。現

段階の試作（図１）、（図２）、（図３）について、ま

ず初めに、（図１）の状態では、バックの様な中が

空洞の入れ物となっており、これを変形させるこ

とで照明器具の台となる。この中の空洞になって

いる所に、主な必要な素材であるライトや布、ライ

トを立てる棒などが入っている。下の部分が突起

の様な形になっているのが特徴で、この様な形に

する事によって箱を広げた際の可動域が広がり

(図２)の状態から更に(図３)の様な状態に変形さ

せることができる。(図３)の上の部分には穴が空

いており、そこにライトの棒を刺すことでライト

を照らすための棒が立つことが出来る台になる。
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（図１）変形前 

 

（図２）変形途中 

 

（図３）変形後 
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